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大地の変化の理解を深める指導資料の作成
－ －群馬の自然災害に視点を当てて

特別研修員 西井 利敬（榛名町立榛名中学校）

白 井 輝（高崎市立箕輪小学校）

清水 智代（吉井町立西中学校）

《研究の概要》

大地の変化の学習は、観察対象が身近になく、実物の観察が難しく、児童生徒にとって

。 、 。学びづらい単元である 教師にとっては 興味・関心はあるが指導しにくい分野でもある

そこで、これらの課題を解決するために、大地の大きな変化である身近に発生した自然災

害に視点を当てた指導資料を作成し、活用した。その結果、児童生徒は、大地の変化を身

近な問題としてとらえ、理解を深めた。

【理科－小、理科－中、大地の変化、台風、火山、地震、指導資料】キーワード

Ⅰ はじめに

理科における分野別興味・関心の経年変化の調

査（ 群馬県における理科教育の充実を図るため「

の調査研究」群馬県総合教育センター 平成15年

３月）によると、中１から地学分野を嫌いになっ

た生徒の割合が、他の学年に比べて最も多いこと

が分かった。中学校第１学年で学習する地学分野

の単元は「大地の変化」である。さらに、小６か

ら嫌いになった児童が次に多いことが分かった。

小学校第６学年の地学分野の単元も「大地のつく

りと変化」である。

また、学習内容の理解度の調査では、大地の変

化の単元の授業がつまらないと感じている児童生

徒の50％以上が 「授業が分からなかった 「ど、 」

」 。ちらかというと分からなかった と回答している

これらのことから 「大地の変化」の学習を充、

実させることが、地学の学習が好きな生徒を育て

る上での一つのキーポイントになると考えた。

一方 小学校教師は 理科の学習指導の調査 同、 、 （

研究調査）で、Ｃ領域は指導しやすいかという問

いに対して、49％が「そう思わない・あまりそう

思わない」と答えている。中学校教師も、地学領

域は指導しやすいかという問いに対して、52％が

「そう思わない・あまりそう思わない」と答えて

いる。

その理由としては、小学校では「専門知識への

不安」が38.5％と最も多い。中学校でも「専門知

識への不安」が最も多いが、その他の理由として

「準備に時間がかかるから 「観察教材が季節や」

場所、あるいは気候などにより限定されるから」

も多かった。実際に、大地の変化で取り上げる地

震活動や火山の噴火は、発生したときでなければ

観察できない上、再現することが困難である。

そこで、地学領域のうち、大地の変化を扱う小

・中学校理科の単元に活用できる指導資料を作成

したいと考えた。資料では、群馬県に関係する自

然災害に視点を当てた解説や写真のほかに、専門

知識の解説や児童生徒が身近な題材として学習で

きる教材を取り上げる。

Ⅱ 研究の内容

１ 指導資料「大地の変化・ぐんま」の作成

(1) 基本的な考え

指導資料の内容は、大地の変化を指導する上で

必要な基礎知識と、群馬県の災害事例に視点を当

てた大地の変化の地域資料、授業の進め方を示し

た単元指導例と授業で活用できるワークシートと

する。

大地の変化を指導する上で、教師には専門知識

に対する不安があったので、必要な基礎知識につ

いて最初に詳しく紹介をする。

また、授業でそのまま活用できるように、大地

の変化が視覚的にはっきりと分かる画像や例を提

示し、画像には解説を付ける。さらに、資料を生

かすための指導例とワークシートを示す。
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表１ 指導資料の内容構成

内 容 Ⅰ 流水編 Ⅱ 火山編 Ⅲ 地震編

(1)流れる水のはたらき (1)活火山とは (1)地震用語１

(2)増水要因 (2)火山活動レベル (2)新潟県中越地震につい基礎知識

(3)群馬の活火山 て

(4)火山用語 (3)過去約10年間に日本で

(5)群馬の地質 起こった大きな地震

(6)火山の恩恵 (4)大地震が起きたときに

(7)ハザードマップ

(1)増水 (1)群馬の活火山とその噴 (1)過去の群馬県における２

(2)堤防・護岸の決壊・破 火史(浅間山、草津白根 地震被害群馬の資料

（写真・新 損 山、赤城山、榛名山、 (2)表層地盤の揺れやすさ

聞記事等） (3)橋の破損・流出 日光白根山) (3)新潟県中越地震群馬県

(4)浸水・冠水 (2)県東部の岩石(花崗岩) での主な被害

(5)台風の強風被害 (3)噴火への備え

(6)防災の工夫

(1)流れる水のはたらき(5 ) (1)大地のつくりと変化(6 ) (1)大地のつくりと変化(6 )３ 年 年 年

(2)台風と天気の変化(5 ) (2)火山(1 ) (2)地震(1 )単元指導例 年 年 年

(3)自然と人間(3 ) (3)自然と人間(3 )年 年

(1)川の石の観察 (1)既存の知識 (1)既存の知識４

(2)台風の基礎知識 (2)活火山と軽石・溶岩 (2)地震のゆれの伝わり方ワークシー

(3)台風による災害 (3)火山の形 (3)地震波ト

(4)学習感想カード (4)火山関係図 (4)新潟県中越地震の観測

(5)火山噴火への対策 記録から考えよう

(6)調べ学習

指導要領の単元のねらいと指導資料との関連(小学校)表２
小単元名 小単元のねらい 学習内容 資料集の活用場面

○地面を流れる水や川の様小 小５
子を観察し、流れる水の学 流れる水の
速さや量によるはたらき校 はたらき
の違いを調べ、流れる水

・川の水は のはたらきと土地の変化
どのよう の関係についての考えを
に土地を もつようにする。
変化させ ・流れる水には、土地を削 ○身近な川の ・流水編：ワークシート「川の様子
るのだろ ったり、石や土などを流 様子 をくらべてみよう」
うか したり積もらしたりする ・流水編：基礎知識「流れる水のは

はたらきがあること。 たらき」
・雨の降り方によって、流 ○増水による ・流水編：写真資料（県内の主要河

れる水の速さや水の量が 土地の変化 川の平常時と増水時の比
変わり、増水により土地 の様子 較写真や被害写真）
の様子が大きく変化する ・流水編：基礎知識「増水要因」
場合があること。 ○台風につい ・流水編：ワークシート「台風の基
（台風と降雨との関係に て 礎知識」
ついても触れる） ○台風に伴う ・流水編：ワークシート「台風によ

増水の様子 ってどのような災害が起
こるのだろうか」

○土地やその中に含まれる小６
物を観察し、土地のつく大地のつく

、りと変化 りや土地のでき方を調べ
・わたした 土地のつくりと変化につ
ちが住む いての考えをもつように
大地はど する。
のように ・土地は火山の噴火によっ ○火山や地震 ・火山編：群馬の活火山とその噴火
してでき て変化すること。 に伴う土地 史の活用
たのか ・土地は、地震によって変 の変化の様 ・地震編：新潟県中越地震の写真の

化すること。 子 利用
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表３ 指導要領の単元のねらいと指導資料との関連(中学校)
小単元 小単元のねらい 学習内容 資料集の活用場面

○大地の活動の様子や身近な中 中１
地形、地層、岩石などの観学 大地の変化
察を通して、地表に見られ校
る様々な事物・現象を大地
の変化と関連づけてみる見
方や考え方を養う。

・火山の形，活動の様子及び ○火山の形と ・火山編：資料「群馬の活火山」・火山
その噴出物を調べ、それら 噴火の様子 ・火山編：資料「群馬の活火山とその
を地下のマグマの性質と関 ○火山噴出物 噴火史」

「 」連付けてとらえるととも ・火山編：ワークシート 火山噴出物
に、火山岩と深成岩の観察 ○火山の形と ・火山編：資料・ワークシート「火山
を行い、それらの組織の違 噴火のよう の形について考えよう 「マ」
いを成因と関連付けてとら す、マグマ グマの粘りけと火山の形」
えること。 の性質との

関係
○火山の噴火 ・火山編：資料｢浅間山ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ｣
と災害 ・火山編：ワークシート「火山噴火へ

の対策」
・地震の体験や記録を基に、 ○今までに体 ・地震編：資料｢新潟県中越地震の写・地震

その揺れの大きさや伝わり 験した地震 真｣
方の規則性に気付くととも について話 ・地震編：基礎知識「地震用語」
に、地震の原因を地球内部 し合う
のはたらきと関連付けてと ○地震のゆれ ・地震編：ワークシート「新潟県中越
らえ、地震に伴う土地の変 とその程度 地震のゆれの伝わり方」
化の様子を理解すること。 ○地震のゆれ ・地震編：ワークシート「地震波の伝

方の特徴 わる速さを調べよう （新」
○地震の揺れ 潟県中越地震の観測結果か
の伝わり方 ら作成したワークシート）

○地震によっ ・地震編：資料「新潟県中越地震の写
て起こる大 真」
地の変化や
災害

○自然がもたらす恩恵や災害 ○自然災害に ※流水編、火山編、地震編のそれぞれ中３
について調べ、これらを多 ついて調べ の基礎知識、資料を必要に応じて活自然と人間
面的、総合的にとらえて、 る 用する。<選択学習>
自然と人間とのかかわり方 ※調べ学習なので生徒が教師用の自然
について考察すること。 災害等の資料を利用してもよい。

・記録や資料を基に調べるこ
と。

・ 災害」については、地域「
、 、において過去に地震 火山

津波、台風、洪水などの災
害があった場合には、その
災害について調べること。

(2) 内容構成

指導資料の内容は、群馬県に関係する自然現象

の中で自然災害に視点を当て、近年の群馬県に関

係した自然現象の実例を、データや写真、絵など

を中心にまとめた 「大地の変化」の学習で扱う。

内容を 「流水編 「火山編 「地震編」の３つに、 」 」

分類し、それぞれを基礎知識、群馬の資料、単元

指導例、ワークシートの４つを中心に構成した。

表１に指導資料の内容構成を示し、表２・表３に

小・中学校の学習指導要領の単元のねらいと指導

資料の関連を示した。

ア 基礎知識

、 、ここで扱う基礎知識とは 単元を指導する上で

教師が背景として知っておきたい知識のことをい

う。

理科が専門でない教師も活用しやすいように、

画像を用いたり、詳しい解説を入れた。

イ 群馬の資料

群馬県に関係した大地の変化を伴う自然現象に

ついて、いつどのようなことが起こったかを紹介

した。流水や地震、火山活動の例には、自然には

大きな力があることが分かる象徴的な資料を使っ

た。

元となるデータは、自ら撮影した画像、官公庁

の資料や新聞記事（引用文献、参考文献に示す）

などを利用した。

ウ 単元指導例

大地の変化を伴う自然現象を扱う小学校第５・

６学年と中学校第１学年の単元の指導計画や学習
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指導案を作成した。

指導計画には、指導のどの場面でどの資料を活

用すればよいのかを示した。各校の年間計画で各

単元に与えられた時数を基本として内容を構成し

た。また、学習指導案にも、作成した指導資料や

ワークシートの活用場面を示し、教師にとって活

用しやすくなるように工夫した。

エ ワークシート

指導計画に対応した児童生徒用と、それに記入

例や解説を加えた教師用の二種類のワークシート

を作成した。ワークシートにも、県内の情報や画

像を使い、児童生徒が学習したことを身近に感じ

られるように工夫した。

図１から３に、流水編・火山編・地震編の資料

の一部を示した。

図１ 流水編の各資料の一部

基 礎 知 識 群 馬 の 資 料

単元指導例

ワークシート

烏川の上流・中流・下流の

様子をまとめるワークシート

流水編の授業の活用例

増水時と平常時の川の様子を比較し、増水に

よる土地の変化を予想させる資料

烏川の上流・中流・下流の

様子をまとめた基礎資料

平 常 時

増 水 時
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図２ 火山編の資料の一部

基 礎 知 識

群 馬 の 資 料

ワークシート

ホットケーキの粉を使って

火山体の比較をさせる学習の例

榛名山の噴火史や溶岩、

火山灰の積もっている様子を

紹介する資料

火山の活動レベルの紹介と

群馬県の活火山の資料

群馬県内の活火山と

火山の基本的な用語を学ぶワークシート

単元指導例



- 6 -

図３ 地震編の資料の一部

基 礎 知 識

群 馬 の 資 料

ワークシート

地震の起こり方などを

紹介した基礎知識

資料集を活用した

指導例

地震の伝わり方を

学ぶワークシート

新潟県中越地震が群馬県に

どう伝わったかを紹介する資料

単元指導例
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Ⅲ 授業実践

１ 実践１

「流れる水のはたらき」(1) 単元名

高崎市立箕輪小学校(2) 実践校

第５学年 ３学級

(3) 目標

流れる水には、土地をけずったり石や土を流

したり積もらせたりするはたらきがあること、流

れる水の速さや水量が変わると土地のようすが大

きく変化する場合があることをとらえることがで

きるようにする。

(4) 学習の計画（第１次、第４次は省略）

時 学習活動

第２次

どのように土地を変化させるのだろうか

４ つ ・実験で調べた結果が、実際の川にも

か あてはまるか話し合う。

む ・教科書やG-TaKの川の上・中・下流

の地形の写真や図を見ながら、川の

水がどのように土地を変化させてい

るか、話し合う。

５ 調 ・烏川の上・中・下流の石の大きさや

、 、べ 形 川岸のようすなどについて調べ

る 川の水のはたらきについて話し合

う。

・川の水が、長い時間をかけて土地を

変化させているようすについてまと

める。

☆流水編ﾜｰｸｼｰﾄ「川の様子をくらべて

みよう」

☆流水編基礎知識

６ ま ・川の水のはたらきが大きくなるとき

７ と の要因と土地の変化について話し合

め う。

る ・資料を読み、川の水による土地の変

化を防ぐ工夫について考える。

及びビデオ教材☆流水編資料

第３次 川を観察しよう

８ つ ・実際の川やまわりの土地のようすを

か 観察しに行く準備をする （事前指。

む 導）

９ 調 ・実際の川やまわりの土地のようすを

べ 観察して、流れる水のはたらきを調10

る べたり、土地の変化を防ぐ工夫を調

べたりする。

ま ・観察結果を発表し、流れる水のはた11
と らきについて話し合う。
め
る

(5) 学習の様子

第５～７時では、指導資料を参考に烏川を題材

にして、上流の様子、中流の様子、下流の様子を

まとめた。図４に児童が記入したワークシート示

した。川の上流・中流・下流の様子と水のはたら

きを関連付けて理解している様子が分かる。

その後、実際に学校の近くを流れる榛名白川の

観察に行った。川の上流・中流・下流のどこにあ

たるか、その根拠は何か、災害を防ぐ工夫にはど

んなものがあるかなどを観察の視点として記録・

スケッチした。

(6) 指導を終えて

指導資料を見せることで、普段の様子をよく知

っている利根川や烏川について平常時と増水時を

比較し、水量が大きく変化することに対する驚き

の感想を述べていた。また、教科書に取り上げら

れている災害を防ぐ工夫については、身近な地域

ではどうなのかという疑問に対して、指導資料が

あることで対応がしやすかった。指導資料は、教

科書と自分たちの身近な地域を結びつける資料と

して有効であった。

基礎的な学習を終えた後、実際の川を観察に行

くときに、川沿いを歩きながら 「あのカーブの、

図４ 学習で児童が記入したワークシート
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ところ削られている 「これが砂防ダムだよね」」

「あそこにブロックが置いてある」などの声があ

。 、がっていた 指導資料のワークシートを活用して

まとめるポイントを押さえることができたので、

観察の視点が明確になって指導しやすかった。

授業後の感想を図５に示した。身近に見られる

テトラポットと、流れる水のはたらきによる浸食

を関連付けて理解していることが分かる。また、

単元を終えてのテストでも、流れる水のはたらき

と土地の変化を関連付ける問題の得点が高かっ

た。

２ 実践２

「火山」(1) 小単元名

榛名町立榛名中学校(2) 実践校

第１学年 ５学級

(3) 目標

大地の活動の様子や身近な岩石などの観察を通

して、地表に見られる様々な事物・現象を大地の

変化と関連づけてみる見方や考え方を養う。

(4) 学習計画

時 学 習 計 画

１ つ ・火山の形、活動の様子およびその噴出

か 物を調べ、それらを地下のマグマの性

む 質と関連づけてとらえる。

☆ワークシート①、ワークシート②

２ 調

３ べ

る

☆ワークシート③ 火山の形

・火山の噴火の仕方や噴火によって起こ

る地形の変化などについて学習する。

☆ワークシート④ マグマと火山

４ ・火山岩と深成岩をルーペや双眼実体顕

微鏡などで観察をする。

５ 深 ・観察結果をもとに、それぞれの岩石の

６ め 組織の違いを成因と関連づけてとらえ

る る。

７ ・３ で調べたことの発表会をする。

(5) 学習の様子

「 」 、第１時 火山の形や活動の様子を調べる では

群馬県内の活火山について学習した 火山編の ワ（ 「

ークシート」参照 。写真を提示しながら、浅間）

山・草津白根山・赤城山・榛名山・日光白根山の

場所を確認し、それぞれの火山の噴火史を指導資

料を参考にしながら説明した。

「火山噴出物を調べる」で生徒が記入したワー

クシートの例を図６に示した。浅間山の溶岩や軽

石の特徴を、火山ガスによるたくさんの穴からと

らえていることが分かる。

第３時の「火山の災害」について学習している

様子を図７に示す。浅間山、草津白根山などのハ

ザードマップや指導資料などがあることから、課

題意識をもてない生徒が少なくなった。多くの資

料からもっと知りたいと思ったことをすぐに見付

図６ 学習で使用したワークシート(火山噴出物)

図７ 調べ学習に取り組む生徒

図５ 流水の学習終了後の児童の感想
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けて調べることができたので、調べ学習が充実し

た。

(6) 指導を終えて

資料集によって、火山活動の一端が温泉などと

して人間に恩恵をもたらしたり、地熱発電などに

生かされていることにも気付いた生徒がいた。

また、調べ学習で群馬の火山の特徴を知り、探

究意欲が高まった生徒もいた。それら生徒の感想

を図８に示した。

さらに、浅間山のハザードマップなどの資料を

利用した生徒は、自分が住んでいる地域の問題を

生活と結びつけて理解することができた。

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 成果

指導資料を作成し、活用した結果、以下のこと

が明らかになった。

○ 指導資料やワークシートの活用によって、教

科書では扱われていない群馬の様子を紹介でき

て、児童生徒の学習への取組みが深まった。

○ 児童生徒が、これまで以上に自分が生活する

地域の自然環境に興味を持ち、熱心に学習に取

り組んだり、積極的に調べ学習を進められた。

○ 群馬県出身者ではない教師は、県内の災害に

ついて知らなかったことがたくさんあった。し

かし、この指導資料を使えば、県内のことを容

易に提示することができ、子どもが大地の変化

をより身近に感じ実感を伴った理解を図ること

ができた。

○ 今まで、災害の資料を探すのに時間がかかっ

たり、授業で使える写真が見つからなかったり

したが、この指導資料を活用するとで教材研究

を効率よく進めることができた。

図８ 火山の学習終了後の生徒の感想

○ 事前学習をしっかりとさせることができるの

で、観察が充実した。

○ 自然と人間生活との結びつきを意識させなが

ら指導することができた。

２ 課題

○ 群馬県内の資料を網羅しようと取り組んだ

が、県内だけでも情報量が膨大になり、調査し

きれない部分があった。

○ 著作権の関係で、理想的な画像や写真が使え

なかったものがある。普段から教材として活用

できる材料探しをすることが大切だと感じた。
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